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※�費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）
※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

掲 示 板

はかり（計量器）の定期検査を
商店や工場、病院などで取り引きや
証明に使用するはかりは、2年に1回
の定期検査が義務付けられています。�
対象の事業所などには計量協会から
案内が発送されます。新規に購入し
た場合や検査を受けたことがない事
業所などは問い合わせ先へ連絡を。
▪問神奈川県計量検定所 045-714-3104
▪担商工観光課 94-4732

ジャンボタニシ（スクミリンゴガ
イ）の被害を防ぐために
水田などに生息し、広範囲に食害を
起こすジャンボタニシが、暖冬の影
響で増えています。
有効な対策
◆取水口･排水口に網を設置◆田植え�
時の薬剤散布◆田植え後の浅水管理
▪担農業振興課 94-4664

スポーツ競技全国大会等出場激励
金を交付
市内在住の人や市内に所在する団体
が、県予選などを通過して全国大会
などに出場する場合に、激励金を交
付します。詳しくは市ホームページ
をご覧いただくか、担当へ連絡を。
▪担スポーツ課 94-4628

救急車の適正利用にご協力を
救急車の出動件数は年々増加してい
ます。また、搬送された人の約4割が
入院を必要としない軽症です。一刻
も早い治療が必要な人のため、救急
車の適正な利用にご協力ください。
▪担消防管理課 95-0119

毒キノコの誤食に注意
秋（9～11月）は毒キノコを食用と誤�
って食べてしまう事例が増えてきま
す。素人判断は大変危険です。食用
と確実に判断できない場合は、採ら
ない、食べない、売らない、人にあ
げないを徹底しましょう。
▪担平塚保健福祉事務所秦野センター
食品衛生課 82-1428

すくすく健康相談
保健師や栄養士などが未就学児の健
康相談を受けます◇身長･体重の計
測可▪申電話か市LINE公式アカウン
ト「子育て」から（申込順）◇9月の相
談は8月20日（水）から受け付け

日　時 会　場

8/20（水）�
　9：20～10：00

こどもみらいプラザ
すくすくルーム

8/28（木）�
10：00～10：30 伊勢原南公民館

9/ 1（月）�
　9：20～10：00

こどもみらいプラザ
すくすくルーム

▪担こどもみらい課 94-4637

若者のひきこもり支援事業 本人と
保護者のための居場所
予約不要。時間内に直接会場へお越し�
ください◇入退室自由▪場中央公民館
アオハルルーム
何かをしても、何もしなくてもいい
場所です▪時8月19日（火）午後2時～4
時▪対外出することが苦手な、おおむ
ね30歳までの人
午後カフェ
同じ悩みを持つ人たちと、ゆったり
過ごしませんか▪時8月26日（火）午後2
時～4時▪対おおむね30歳までの不登
校やひきこもりの子を持つ保護者
▪担こども若者支援課 94-4647

ひきこもり当事者のための居場所
「い～～ばしょ伊勢原」
静かに過ごすことも当事者間で交流
することもできます。詳しくは県ホ
ームページで確認を◇予
約不要、入退出自由▪時8
月27日（水）午後1時〜4時
▪場中央公民館
▪問県ひきこもり地域支援センター（県�
立青少年センター） 045-263-4467
▪担こども若者支援課 94-4647

みかんの木オーナーの新規募集を
中止します
天候などの影響により、みかんの木
の提供が困難なため、今年度の新た
なオーナーの募集を中止します。
▪担農業振興課 94-4664

いせはら市民ファンド
◇吉川芳郎･30万円◇遠州屋建和会･�
10万円◇株式会社遠州屋･10万円◇
湘南芸術協会･6万4915円
▪担財政課 94-4862

講座・教室
イベントなど

オータムコンサート
弦楽器･木管楽器のソロとアンサン
ブル▪時9月15日（月）午後2時～4時▪場
市民文化会館小ホール▪定392人▪費一
般1000円、高校生以下500円※当日
券は一般1200円、高校
生以下700円◇チケッ
トは担当窓口と問い合
わせ先で販売中
▪問伊勢原クラシック演奏家連盟
95-7307

▪担市民文化会館 92-2300

おもちゃ病院いせはらを開院
受付個数は各日20個（先着順）。部品
交換などは実費、品物によっては修
理できない場合あり▪時①8月23日（土）�
②8月24日（日）③9月14日（日）の午前
10時～午後2時▪場①成瀬コミュニ
ティセンター②伊勢原南公民館③伊
勢原シティプラザ
▪担社会福祉協議会 94-9600

手作りせっけんワークショップ
せっけん作りを通じて世代を超えた
交流を楽しむ▪時9月6日（土）午前10時
15分～午後0時30分、午後0時30分～
2時45分▪場大山阿夫利神社下社▪定各
回20人（申込順）▪費一般2500円、学生
1500円※未就学児は無料
▪申電話で問い合わせ先へ
◇右のQRコードからも
申込可
▪問産業能率大学･依

よ

田
だ

080-4600-3085
▪担環境対策課 94-4737

かかわりを大切にした認知症対応
と認知症予防について
入院患者の生活の様子や、自宅でで
きる認知症予防の説明▪時9月25日（木）�
午後2時～4時▪場秦野厚生病院（秦野
市南矢名）▪定30人（申込順）▪申氏名、
電話番号を明記し、FAXまたは電話
で問い合わせ先へ▪締9月11日（木）
▪問秦野厚生病院 070-2493-1714
76-5040

▪担地域福祉推進課 94-4719

市総合体育大会の参加者を募集
種目･日時 申込先 締切

ボウリング�
 9/21（日）

伊勢原ボウリン
グセンター�
94-2260

 9/20
（土）

バドミントン�
10/18（土）

市バドミントン
協会ホームペー
ジから

10/ 8
（水）

▪担スポーツ課 94-4628

保育所就職説明会inいせはら
市内の私立保育所が一堂に集まる就
職説明会。各保育所がブースを出展
し、園の魅力や雰囲気、仕事の様子
などを伝えます。保育士以外にも栄
養士や給食調理員、看護師など、保
育所のさまざまな仕事について相談
できます◇専門の資格が無くても参
加可能で申込不要▪時9月6日（土）午後
1時30分～4時▪場中央公民館
▪担保育･幼稚園課 94-4638

つどいの広場ひびた なつまつり
▪時8月26日（火）午前9時30分～正午、
午後1時～3時30分▪場つどいの広場ひ
びた（比々多保育園内）▪対未就学児と
保護者
▪担子育て支援センター 74-5558

市民提案型協働事業 プレ道灌まつ
り縁結びパーティー
出会いを助ける婚活イベント。詳し
くはホームページで確認を▪時9月20
日（土）午後2時～5時▪場中央公民館▪対
おおむね25～40歳の独身
男女各10人▪費男性4000円、�
女性3000円▪申問い合わせ
先のホームページから
▪問伊勢原縁結び協会・村神
070-1266-1911

▪担こども若者支援課 94-4647

鈴川まつり
模擬店や太鼓演奏など▪時8月22日（金）�
午後5時～8時▪場鈴川会館駐車場
▪問伊勢原工業団地協同組合 94-8085
▪担商工観光課 94-4732

救急フェス
AEDの使用方法や心肺蘇生法体験、
救急車の展示など※雨天中止▪時9月7
日（日）午後1時～4時30分▪場ヨークマー�
ト伊勢原店
▪担消防管理課 95-0119

はじめてのフラダンス
フラダンスの楽しさを体験▪時9月11
日（木）午後2時～4時▪場大田公民館▪定
10人（申込順）
▪担大田公民館 95-4375

ヨガ教室
体を伸ばしてリフレッシュ◇初心者
歓迎▪時9月4日～10月9日の毎週木曜
日･全6回、午前10時30分～11時30分
▪場総合運動公園体育館▪定30人（申込順）�
▪費3000円
▪担“元気な伊勢原づくり”共同事業体
92-3536

92-3500

【休館日】8/18･25､ 9/1～9

おはなしばる～ん夏休みうきうき
おはなし会
▪時8月20日（水）･22日（金）の午前11時～�
11時30分▪対一人でお話が聞ける子

伊勢原市図書館朗読会
川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

「伊豆の踊子」▪時8月21日（木）�
午後1時30分～3時

野の会による視覚障がい者向け対
面朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

92-3600

【休館日】8/18･25､ 9/1～9
イベントの申し込みは子ども科学館
ホームページから電子申
請。入館料やプラネタリ
ウム投影番組など詳しく
は、子ども科学館ホーム
ページで確認を。

天体観察会｢クーデの日｣
天体望遠鏡で月や惑星を観察◇入場
自由▪時8月30日（土）午後7時30分～8
時30分※中学生以下は保護者同伴。
雨天・曇天時は中止

入館者工作･実験教室「空気の流れ
で遊ぼう」
▪時9月14日（日）午後1時15分～2時15分�
▪対小･中学生8人（申込順）※小学校4
年生以下は保護者同伴

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

⃝⃝ 会 員 募 集 ⃝⃝
●伊勢原英会話クラブ
カナダ人の先生と英会話▪時月3回木
曜日午後7時～8時30分▪場中央公民館
▪対16歳以上の人▪費月3000円
▪問田

た

爪
づめ

080-1103-2844
⃝⃝ イ ベ ン ト ⃝⃝

●クラフト教室
公園で採れた木の実で簡単な飾り付
けの工作▪時8月17日（日）午前10時～
正午▪場いせはら塔の山緑地公園▪対小
学生以上の人10人（申込順）※小学校
3年生以下は保護者同伴▪費500円
▪問いせはら塔の山緑地公園 95-5551
●スクエアダンス体験会
どなたでも楽しめます▪時9月2日（火）
午後2時～4時▪場中央公民館▪申電話で
問い合わせ先へ
▪問伊勢原スクエアダンスクラブ･早
乙女 090-8725-1784
●いせはら写真愛好会作品展
四季折々に撮影した力作を展示▪時9

月8日（月）～14日（日）の午前9時30分
～午後4時30分（8日は午後1時から、
14日は午後4時まで）▪場中央公民館
▪問佐藤 090-3244-2629
●市水泳選手権大会
参加者募集▪時9月23日（火）午前9時30
分～午後0時30分▪場NITTANパーク
おおね（秦野市鶴巻）▪対小学生以上
の人▪費600円▪申電子メールで▪締8月
22日（金）
▪問市水泳協会･佐藤
isehara.city.swim@gmail.com

●伊勢原の里山歩き 城所～平間
伊勢原南部の里山をゆっくり歩く▪時
9月21日（日）午前9時30分～午後3時
◇集合＝伊勢原駅南口▪費500円▪申電
話かFAX、または問い合わせ先の
ホームページから
▪問かながわフィールドスタッフクラ
ブ･小松 93-5167（午後6時以降）

　子育て支援センターで｢足型アート
ワークショップ｣を行いました。ワーク
ショップでは、子どもの足にインクを塗
り、画用紙に足型を取った後、色鉛筆や
マスキングテープで飾り付けをしまし
た。作成中は、親同士や子育てアドバイ
ザーと育児での悩みやうれしかったこと
を気軽におしゃべりして楽しみました。
（7月18日）

子どもの｢今｣をアートで残す 足型アートワークショップ

　日ごろ鍛えた救助技術を競う、消防救
助技術関東地区指導会が開催されまし
た。市消防本部は、地下やマンホールな
どの災害を想定した引揚救助訓練に出場
し、5位に入賞。全国大会へ出場が決定
しました。全国大会でも上位を目指して
救助技術をさらに磨き、市民の安心・安
全につながるよう訓練に励みます。
（7月18日）

市消防本部が消防救助技術関東地区指導会で入賞しました

　図書館で子どもを対象に「図書館員体
験」を行いました。参加した子どもたちは、�
図書館の裏側を探検できるバックヤード
ツアーやおすすめ本セット作り、貸し出
し準備など、普段は体験することができ
ない図書館員の仕事に挑戦しました。
（7月24日）

図書館の裏側を探検 図書館員体験

　大山で江戸時代から続く伝統行事「夏
山開き」が大山阿夫利神社下社で行われ
ました。
　毎年7月27日に、昔から鍵を保管して
きた東京･日本橋小

こ

伝
でん

馬
ま

町
ちょう

の「お花講」が
門を開きに来訪しています。お花講の皆
さんは、登拝門から石段を上っていき、
登山の安全を祈願しました。
（7月27日）

夏の伝統行事 大山夏山開き

みんなの伝言に掲載を希望する人
は、掲載希望号発行日の2カ月前
から1カ月前までに書面で広報戦
略課へ（先着順）。

　武道館と4公園を一括で管理･運営する指定管理者を募集します。詳
しくは9月1日（月）まで担当で配布する募集要項か市ホームページでご
確認ください。
指定期間　令和8年4月1日～13年3月31日(5年間)
対象施設　武道館、総合運動公園、鈴川公園、市ノ坪公園、東富岡公園
応募資格　�専門知識を有し、自主事業を展開できる法人･団体、また

は複数の団体により構成するグループ
受付期間　9月17日(水)～10月17日(金)
募集説明会
と　　き　9月10日(水)午後2時～
と こ ろ　総合運動公園体育館会議室
▪担スポーツ課 94-4632

指定管理者を募集します

県ホームページ

ホームページ

申込フォーム

子ども科学館
ホームページ

ごみの分別を手軽に検索できます
　市ホームページから、燃やすご
みや不燃物、粗大ごみなどの分別
区分や出し方を、50音順やキーワー�
ドで検索することができます。�
　ごみの出し方や粗大ごみの基準
など、品目ごとに留意点が書かれ

ているので、ごみの分別で迷った
ときにご活用ください
◇市LINE公式アカウ�
ント「ごみの出し方」か
らも確認できます
▪担清掃リサイクル課 94-7502

市ホームページ

8月は食品衛生月間です
　気温や湿度が高くなるこの季節は、カンピロバクターや腸管出血
性大腸菌、黄色ブドウ球菌などの食中毒菌が増えやすくなります。
　安全でおいしい食生活のために食材の管理や調理方法を見直し
ましょう。
食中毒を正しく知りましょう
　食中毒は、原因となる細菌やウイルスが付着した食品や、有毒有害
な物質が含まれる食品を食べることによって起こる健康被害です。
　多くの場合、発熱や嘔吐、腹痛、下痢などの胃腸炎症状を起こし、
まれに死亡するケースもあります。
　食中毒を予防するためには、食中毒菌を「付けない」「増やさない」
「やっつける」ことが大切です。
食中毒予防の6つのポイント
ポイント1  食品の購入
◆消費･賞味期限を確認。必要
なものを必要なときに必要な量
だけ購入する
◆肉や魚はビニール袋に入れ、
他の食品と分ける
ポイント2  食品の家庭での保存
◆冷蔵･冷凍食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵･冷凍庫に保管する
◆冷蔵庫は10度以下に、冷凍庫はマイナス15度以下に維持する
◆冷蔵･冷凍庫の扉の開閉は極力控える
ポイント3  下準備
◆調理前や生肉･魚･卵を取り扱った後
などは、せっけんで丁寧に手を洗う
◆器具は使用前によく洗う。特に肉や
魚に使った器具は要注意
◆食品の解凍は冷蔵庫で行い、自然解
凍は避ける
◆使用後の包丁やまな板、ふきんなど
は洗って消毒する
ポイント4  調理
◆肉や魚は十分に加熱する（目安は中心部
を75度で1分間以上）
◆電子レンジを使うときは均一に加熱され
るようにする
ポイント5  食事
◆食べる前にせっけんで手を洗う
◆食品は長時間室温で放置しない
ポイント6  残った食品
◆早く冷えるように、小分けして冷蔵保存する
◆時間が経ち、少しでも怪しいと思ったら思い
切って捨てる
◆温め直すときは十分に加熱する
▪担健康づくり課 94-4609
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